
令和７年度 第 11 回浜北地域分科会 次第 
 

日時：令和８年２月 26日（木）午後１時 30 分から 

場所：浜名区役所 大会議室（なゆた・浜北３階） 

 

１ 開 会 
 
２ 会長挨拶 

 

３ 区長挨拶 

 

４ 議 事 

(１)協議事項 

ア 令和７年度地域力向上事業（助成事業）の提案について【区振興課】 

資料１ ※当日配付  

５ その他 
(１)浜北地域分科会からの要望に対する回答について【スポーツ振興課】 

資料２ ※当日配付 

(２)浜北消防署からのお知らせ【浜北消防署】資料３ 

 

(３)浜松市立内野幼稚園の休園について【幼保運営課】資料４ 

 

(４)代表会等からの報告事項について 

 ア 令和８年度区政運営方針の基本方針について【区振興課】資料５ 

 

 イ 新たな議員定数に係る報告について 資料６ 

 

(５)次回開催日程等について 
日時：令和８年３月 26 日（木）午後１時 30 分から 

場所：浜名区役所 大会議室（なゆた・浜北３階） 
 
６ 閉 会 



日時： 令和８年2月26日（木）　午後１時30分から
場所： 浜名区役所　大会議室

令和７年度　第11回浜北地域分科会　席次表
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 １

 第９号様式  

 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 令和 7 年度浜名区地域力向上事業（助成事業）の提案について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 

【趣旨】 

 地域力向上事業実施要綱第 8 条に基づき、浜名区に提案され

た「市民提案による住みよい地域づくり助成事業（以下、助成

事業）」の採択に当たって、浜北地域分科会に意見を求める。 

 

 浜松市地域力向上事業実施要綱 

 （実施予定事業の決定） 

第８条 市長は、助成事業の採択に当たっては、条例第４条に

規定する区協議会（中央区及び浜名区にあっては、同条例第

５条の２に規定する地域分科会）（以下「区協議会等」という。）

に意見を求め、その意見を踏まえて実施予定助成事業を決定

し、提案団体には選考結果通知書（第５号様式）により通知

するものとする。 
 

 

対象の区協議会 浜名区協議会（浜北地域分科会） 

内  容 

 

 令和7年度の助成事業二次募集にあたって1件の提案があり、

浜名区地域力向上事業審査会で審議したものを提出する。 

 提案  １件 

 採択  １件 

※詳細は別紙のとおり 

備 考 

（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

 

担当課 浜名区・区振興課 担当者 政本 有祐 電話 053-585-1143 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 
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№

・市補助金 円 ・報償費 円
・その他 円 ・賃金 円

・旅費 円
・消耗品費 円
・印刷製本費 円
・郵便料 円
・保険料 円
・広告料 円
・委託料 円
・使用料及び賃借料 円
・原材料費 円

※合計点15点以上採択
※公益性は平均点3点以上

2,360,000円 1,180,000円 550,000円

提案事業名

補助上限額 補助金額概算事業費

提案回数

実施時期

提案者

令和7年度地域力向上事業（助成事業）二次募集　提案内容

UNIZONE2026開幕戦：eモータースポーツを満喫しよう

1

　1つ目として、JAF（日本自動車連盟）が唯一公認するeモータースポーツプロリーグの2年目と
なる開幕戦を開催。2つ目として、世代間交流を目的としたその他eスポーツ体験コーナーや地域
のうまいものなどを集めたフード＆マルシェを開設。3つ目として、当社が開発したRCラジコン
カーをeオールスポーツ用のハンドルペダルで操作ができるシステムを活用した運転トレーニン
グや交通安全講習の開催。サンストリート浜北イベント広場に、上記3イベントをそれぞれのスト
リートへ配置し、誰でも参加可能なイベントとして実施する。

区審査結果

3.80 3.60 3.20 3.20

地域資源の活用度 地域課題の明確性 事業の妥当性

事業内容

財政支援の妥当性

3.60

公益性

　「浜松から金メダリストを」を合言葉に、人材の発掘・育成、eスポーツの振興を目指す。単なる
レースゲームではなく、開発したシステムにより交通安全セミナーの実施やヒヤリハットなどを体
感できる環境を提供し、日々の交通安全への意識づけをすることで、政令指定都市人口10万人
当たりの人身交通事故件数ワースト1脱却を目指す。また、eスポーツ体験は高齢者の認知症予
防に繋がり、健康寿命を延ばすことで、医療費削減の一助とする。世代間交流を促進し、安心安
全で元気な街づくりに繋げる。

1回目（補助上限50％）

令和8年3月7日（土）～8日（日）

主な予算内容

浜名区まちづくり推進課

結果

採択

担当課

・交通事故件数削減、健康寿命の延伸による社会保障関係費の削減、世代間交流の促進な
ど、本市の課題に対応した事業内容になっている。
・eスポーツを通じて、福祉の向上や世代間交流の促進が期待できる。

審査意見（抜粋）

17.40

合計

株式会社遠州ハママツモータース

事業目的

歳入 歳出

0

550,000
1,810,000

0
0

100,000
1,146,000

0

505,000
0

259,000
0

350,000

2
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 1

第２号様式（第６条関係） 

収支予算書 

 

１ 収入の部                              単位：円 

区分 予算額 経費内訳(単価・数量) 

補助金 550,000円 
地域力向上事業(市民提案による住みよい地域

づくり事業費補助金) 

協賛金 1,810,000円  

計 2,360,000円  

 

２ 支出の部                              単位：円 

区分 
補助 

対象 

※ 
予算額 経費内訳(単価・数量) 

報償費 〇 505,000円 

MC 20,000円×1名 

選手 40,000円×1名/30,000円×1名 

アンバサダー 355,000円×1名 

技術協力 60,000円×1名 

賃金    

旅費 〇 259,000円 

出演者交通費 37,700円×2名 

出演者宿泊料 10,200円×2名 

スタッフ宿泊料 10,200円×4名×4泊 

需
用
費 

印刷製本費 〇 350,000円 ポスター/チラシ2種 350,000円 

    

    

役
務
費 

広告料 〇 100,000円 SNS広告等 100,000円 

    

    

委託料 〇 1,146,000円 

電気工事 100,000円 

ネットワーク工事 150,000円 

設備レンタル費 896,000円 

使用料及び賃借料    

原材料費    

計 2,360,000円  

 うち補助対象経費 2,360,000円  

※補助対象事業に○を記載してください。 
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1 

 

第３号様式（第６条関係） 

 

団体の概要書 

 

 

団体名 株式会社遠州ハママツモータース 

事務所の所在地 

〒434-0036 

静岡県浜松市浜名区横須賀 1082-9 

 

（  専用事務所  ・  住居兼用  ・  その他  ） 

電 話 090-4831-0096 ＦＡＸ  

ホームページ https://unizone-eh-motors.com/ 

代表者役職・氏

名 
代表取締役 山岸真智 

担当者連絡先 

氏  名 山本雄司 

電  話 070-6452-3544 

ＦＡＸ  

Ｅメール operation@ehm-motors.com 

設立年月日 2024 年 11 月 25 日 

会員数 22 名 

団体の目的 

国内唯一の JAF 公認 e モータースポーツリーグ『UNIZONE（ユニゾー

ン）』の設立を機に、浜松・遠州地域および静岡県下における e モー

タースポーツの普及振興・強化育成を目的にチームを創立 

 

e モータースポーツを切り口に 

 

● 子供たちの夢と希望 ● 大人たちのやりがい/生きがい 

● 新たな産業と雇用の創出 

 

を軸に、笑顔と活気のあふれる 

地域社会の構築を目的としています。 

主な活動内容 

・Racing(競技）－UNIZONE、JEGT、EHM Challenge など国内外の eモ

ータースポーツリーグに参戦。 

・Spread（普及育成）－地域イベント、『EHM STEAM School』 

・Safe Driving（交通安全）－交通事故撲滅、安全運転プログラム 

・Business－企画、Partner Ship、Member Ship、PR/Stream 

※団体の詳細がわかる資料を別途添付 
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来
場

約
1,

50
0名

）

地
域

イ
ベ

ン
ト

開
催

実
績

（
他

多
数

）

浜
松

市
ギ

ャラ
リー

ソ
ラ

モ
（

JR
浜

松
駅

前
広

場
）

ヤ
マ

ハ
発

動
機

株
式

会
社

様
●

7月
５

日
Ya

m
ah

aD
AY

オ
ー

プ
ン

ハ
ウ

ス
20

25
（

来
場

約
2,

00
0名

）

しず
お

か
フィ

ナ
ン

シ
ャル

グ
ル

ー
プ

様
●

7月
24

~
26

日
  『

TE
CH

BE
AT

 S
hi

zu
ok

a2
02

5』
W

O
N

D
ER

 V
IS

IO
N

様
コラ

ボ

浜
松

科
学

館
み

ら
い

ー
ら

様

●
8月

8日
~

10
日

『T
O

U
CH

!e
モ

ー
タ

ー
ス

ポ
ー

ツ
』

遠
州

ハ
マ

マ
ツ

モ
ー

タ
ー

ス
×

浜
松

科
学

館
（

来
場

4,
20

0名
）

遠
鉄

百
貨

店
様

●
8月

23
日

eモ
ー

タ
ー

ス
ポ

ー
ツ

体
験

会
＆

トー
ク

シ
ョー

4

8



地
域

イ
ベ

ン
ト

開
催

実
績

20
25

年
イ

ベ
ン

ト
来

場
者

数
︓

 
 

 
34

,5
80

名
eモ

ー
タ

ー
ス

ポ
ー

ツ
体

験
者

︓
  

1,
38

0名

No
日

程
イベ

ント
名

来
場

者
数

体
験

者
数

1
1月

18
日

社
内

研
修

︓
スポ

ーツ
マン

シッ
プ研

修
+ト

ップ
アス

リー
ト研

修
＠

遠
鉄

会
議

室
30

名

2
2月

2日
プレ

シー
ズン

チャ
レン

ジ　
＠

マイ
ンシ

ュロ
ス

12
0

名

3
2月

24
日

UN
IZ

ON
E開

幕
戦

PV
1,

50
0

名
20

0
名

4
4月

19
日

倫
経

マル
シェ

　＠
ワー

クピ
ア磐

田
90

0
名

12
0

名

5
4月

29
日

UN
IZ

ON
E第

2ラ
ウン

ド　
＠

マイ
ンシ

ュロ
ス

90
名

60
名

6
5月

8日
記

者
会

見
︓

遠
州

ハマ
マツ

モー
ター

ス　
地

域
交

通
安

全
コミ

ット
メン

ト宣
言

メデ
ィア

5社

7
6月

14
日

UN
IZ

ON
E第

3ラ
ウン

ド　
＠

マイ
ンシ

ュロ
ス

60
名

30
名

8
7月

5日
YA

M
AH

A 
DA

Y　
＠

ヤマ
ハ発

動
機

コミ
ュニ

ケー
ショ

ンプ
ラザ

2,
00

0
名

10
0

名

9
7月

13
日

社
内

研
修

︓
交

通
安

全
講

話
（

交
通

安
全

アン
バサ

ダー
北

氏
）

選
手

スタ
ッフ

参
加

10
7月

24
〜

26
日

TE
CH

 B
EA

T 
Sh

izu
ok

a2
02

5　
＠

グラ
ンシ

ップ
静

岡
8,

00
0

名
90

名

11
8月

8〜
10

日
TO

UC
H︕

Eモ
ータ

ース
ポー

ツ＠
浜

松
科

学
館

み
らい

ーら
4,

20
0

名
28

0
名

12
8月

19
日

UN
IZ

ON
E第

4ラ
ウン

ド　
＠

イタ
ヤマ

チバ
ル

20
名

10
名

13
8月

23
日

夏
のわ

くわ
くキ

ッズ
フェ

スタ
　＠

遠
鉄

百
貨

店
90

0
名

40
名

14
9月

7日
まち

ゼミ
親

子
体

験
会

　＠
静

岡
銀

行
浜

北
支

店
30

名
20

名

15
9月

23
日

UN
IZ

ON
Eフ

ァイ
なる

ラウ
ンド

　＠
イタ

ヤマ
チバ

ル
30

名
10

名

16
10

月
4〜

5日
ウエ

ルネ
スア

ップ
︕

健
幸

フェ
ス 

in
 イ

オン
モー

ル浜
松

市
野

6,
20

0
名

60
名

17
10

月
25

〜
26

日
十

全
病

院
　静

岡
医

療
科

学
専

門
大

学
校

　学
園

祭
『青

翔
祭

』
1,

50
0

名
60

名

18
11

月
15

〜
16

日
はま

きた
産

業
祭

　＠
サ

ンス
トリ

ート
浜

北
5,

00
0

名
15

0
名

19
12

月
13

〜
14

日
Ch

all
en

ge
 to

 イ
ンク

ルー
シブ

 in
 浜

松
　＠

アク
トシ

ティ
4,

00
0

名
15

0
名

合
計

（
数

値
が取

れな
いも

のは
未

集
計

）
34

,5
80

名
1,

38
0

名

メ
デ

ィア
戦

略
︓

マ
ス

メ
デ

ィア
を

活
用

して
の

戦
略

的
な

認
知

拡
大

20
24

年
11

月
18

日
静

岡
新

聞
１

面
遠

州
ハ

マ
マ

ツ
モ

ー
タ

ー
ス

設
立

紹
介

20
24

年
11

月
21

日
毎

日
新

聞

20
2５

年
２

月
３

日
日

本
経

済
新

聞

20
24

年
11

月
18

日
静

岡
第

一
テ

レビ
『N

N
N

ス
トレ

イ
トニ

ュー
ス

』

20
2５

年
１

月
24

日
浜

松
ケ

ー
ブ

ル
テ

レビ
ウ

ィン
デ

ィ
『週

刊
だ

も
ん

D
E 

浜
松

』特
集

20
2５

年
1月

10
日

静
岡

新
聞

『こ
の

人
』

20
2５

年
４

月
〜

6月
静

岡
新

聞
コラ

ム
『窓

辺
』

連
載

他
多

数
掲

載
︓

次
ペ

ー
ジ

20
2５

年
５

月
1日

中
日

新
聞

U
N

IZ
O

N
E第

2戦
結

果

6
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メ
デ

ィア
掲

載
実

績
※

20
25

年
9月

末
現

在

●
新

聞
20

24
年

11
月

16
日

 
 

中
日

新
聞

様
︓

瀬
田

凛
選

手
磐

田
市

草
地

市
長

表
敬

訪
問

20
24

年
11

月
18

日
 

 
静

岡
新

聞
様

１
面

︓
ｅ

モー
ター

ス
ポ

ー
ツ浜

松
に

プロ
チ

ー
ム

誕
生

20
24

年
11

月
21

日
 

 
毎

日
新

聞
様

︓
eモ

ー
ター

ス
ポ

ー
ツ浜

松
に

チ
ー

ム
誕

生
20

24
年

12
月

14
日

 
 

静
岡

新
聞

様
︓

遠
州

ハ
マ

マツ
モー

ター
ス

最
高

峰
リー

グ
参

戦
へ

20
24

年
12

月
14

日
 

 
読

売
新

聞
様

︓
「遠

州
ハ

マ
マツ

」新
リー

グ
へ

20
25

年
1月

11
日

 
 

中
日

新
聞

様
︓

ス
ポ

団
体

・産
官

学
が

連
携

（
浜

松
市

新
組

織
）

20
25

年
1月

22
日

 
 

静
岡

新
聞

様
︓

eス
ポ

ー
ツ選

手
らプ

ロの
心

構
え

学
ぶ

20
25

年
1月

31
日

 
 

中
日

新
聞

様
︓

遠
州

ハ
マ

マツ
モー

ター
ス

×
名

古
屋

O
JA

プレ
シ

ー
ズ

ンマ
ッチ

20
25

年
2月

3日
 

 
 

静
岡

新
聞

様
︓

「遠
州

ハ
マ

マツ
モ

ー
ター

ス
」体

制
発

表
20

25
年

2月
5日

 
 

 
日

本
経

済
新

聞
様

︓
浜

松
に

eモ
ー

ター
ス

ポ
ー

ツチ
ー

ム
「車

の
街

」活
性

化
に

ア
クセ

ル
20

25
年

2月
25

日
 

 
静

岡
新

聞
様

︓
プロ

チ
ー

ム
「遠

州
ハ

マ
マツ

」
浜

松
で

PV
ファ

ン見
守

る
20

25
年

5月
1日

 
 

 
中

日
新

聞
様

︓
eモ

ー
ター

ス
ポ

ー
ツ

浜
松

開
幕

戦
激

走
粘

って
2位

20
25

年
5月

9日
 

 
 

静
岡

新
聞

様
︓

ｅ
モー

ター
ス

ポ
ー

ツプ
ロチ

ー
ム

「遠
州

ハ
マ

マツ
」交

通
安

全
の

シ
ンボ

ル
に

20
25

年
9月

30
日

  
 

静
岡

新
聞

様
︓

娯
楽

創
出

や
活

力
向

上
幸

福
度

向
上

へ
民

間
企

業
提

案
 

中
日

新
聞

様
︓

幸
福

度
日

本
一

目
指

そ
う

県
が

催
し

民
間

5社
アイ

デ
ィア

●
静

岡
新

聞
様

コラ
ム

『窓
辺

』
連

載
︓

２
０

２
５

年
４

月
〜

６
月

全
１

３
回

●
TV 20

24
年

11
月

18
日

 
静

岡
第

一
テ

レビ
様

 
 

 
 

 
『N

NN
ス

トレ
イト

ニュ
ー

ス
』︓

浜
松

に
プロ

チ
ー

ム
誕

生
20

25
年

1月
24

日
〜

31
日

 
浜

松
ケ

ー
ブル

テ
レビ

ウィ
ンデ

ィ様
『週

刊
だ

も
ん

DE
浜

松
』︓

遠
州

ハ
マ

マツ
モー

ター
ス

紹
介

20
25

年
9月

29
日

  
テ

レ
ビ静

岡
様

『た
だ

い
まテ

レビ
』︓

県
民

の
幸

福
度

向
上

へ

●
地

域
誌

︓
広

報
は

まま
つ

20
25

年
8月

号
LO

VE
 S

PO
RT

S
尾

田
結

都
選

手
特

集

●
JA

Fス
ポ

ー
ツ︓

20
25

年
4月

号
、7

月
号

地
域

交
通

安
全

コミ
ット

メ
ン

ト
宣

言

20
25

年
5月

8日
、

「地
域

交
通

安
全

コミ
ット

メ
ン

ト宣
言

」を
発

表

浜
松

を
は

じめ
とし

た
遠

州
地

域
に

お
い

て
、

交
通

安
全

の
シ

ン
ボ

ル
とし

て
今

後
活

動
し、

交
通

事
故

撲
滅

へ
我

々
の

役
割

を
果

た
して

い
きま

す
。

20
25

年
５

月
9日

静
岡

新
聞

紹
介

浜
松

市
人

口
１

０
万

あ
た

りの
人

身
事

故
１

６
年

連
続

政
令

指
定

都
市

で
最

多

※
地

域
重

要
課

題

遠
州

ハ
マ

マ
ツ

モ
ー

タ
ー

ス
活

動
宣

言

運
転

技
術

運
転

心
得

ア
ン

プ
（

ス
ピ

ー
カ

ー
）

（
発

信
力

）

ボ
ン

ド
（

接
着

剤
）

（
つ

な
げ

る
力

）

レ
ー

シ
ン

グ
ドラ

イ
バ

ー
の

ス
キ

ル
運

転
の

3要
素

認
知

・判
断

・操
作

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

チ
ー

ム
が

持
つ

ス
ペ

シ
ャリ

テ
ィ

8
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『 
自

動
車

産
業

の
街

』と
の

高
い

親
和

性
【 

eモ
ー

タ
ー

ス
ポ

ー
ツ

文
化

︓
自

動
車

＞
ゲ

ー
ム

】

い
ま

、遠
州

浜
松

で
eM

S活
動

を
す

る
理

由

五
輪

採
用

も
間

近
︕

国
内

外
で

大
き

く発
展

中

20
26

ア
ジ

ア
大

会
＠

愛
知

・名
古

屋
、e

モー
ター

ス
ポ

ー
ツが

正
式

採
用

。

隣
県

で
の

国
際

メガ
イベ

ント
開

催
に

、浜
松

市
・静

岡
県

とし
て

更
な

る
連

携
・ス

ケ
ー

ル
の

ビッ
グ

チ
ャン

ス
︕

︕

サ
ウジ

アラ
ビア

で
は

20
24

年
より

eス
ポ

ー
ツ世

界
大

会
『E

sp
or

ts
 W

or
ld

 C
up

』を
毎

年
開

催
20

25
年

の
賞

金
総

額
は

 
70

00
万

ドル
（

約
10

0億
円

）
以

上
!!

『T
O

YO
TA

 G
AZ

O
O

 R
ac

in
gは

eM
Sを

活
動

の
柱

に
︕

』

メー
カー

の
垣

根
を超

え
た

リア
ル

モー
ター

ス
ポ

ー
ツの

仲
間

が
集

う
eM

S大
会

「T
GR

 G
TC

up
20

24
」を

開
催

。
チ

ー
ム

全
体

で
現

在
は

eM
S乗

車
が

育
成

ドラ
イバ

ー
採

用
条

件

Eモ
ー

ター
ス

ポ
ー

ツフ
ァン

は
他

の
eス

ポ
ー

ツカ
テ

ゴ
リー

の
方

々
とは

異
な

り、
“ゲ

ー
ム

好
き”

で
は

な
く、

“自
動

車
好

き
”で

す
。

技
術

に
お

い
て

も
、思

想
・好

み
に

お
い

て
も

リア
ル

とバ
ー

チ
ャル

の
互

換
性

が
非

常
に

高
く、

自
動

車
関

連
企

業
に

従
事

す
る『

クル
マ好

き』
が

多
い

遠
州

浜
松

地
域

との
親

和
性

は
抜

群
で

す
︕

9

U
N

IZ
O

N
Eの

設
立

を
機

に
、浜

松
・遠

州
地

域
お

よ
び

静
岡

県
に

お
け

る
eス

ポ
ー

ツ
の

普
及

振
興

・強
化

育
成

を
目

的
に

チ
ー

ム
を

創
立

eモ
ー

タ
ー

ス
ポ

ー
ツ

／
eス

ポ
ー

ツ
を

切
り口

に

●
子

供
た

ち
の

夢
と希

望
●

大
人

た
ち

の
や

りが
い

/生
き

が
い

●
新

た
な

産
業

と雇
用

の
創

出
を

軸
に

、笑
顔

と活
気

の
あ

ふ
れ

る
地

域
社

会
の

構
築

を
目

的
とし

て
い

ま
す

。

遠
州

ハ
マ

マ
ツ

モ
ー

タ
ー

ス
とは

とは

ク
ラ

ブ
ロ

ゴ
『ピ

ス
ト

ン
とス

パ
ナ

』
“ピ

ス
ト

ン
=

機
械

︓
バ

ー
チ

ャル
”

と
“ス

パ
ナ

＝
道

具
=

人
︓

リア
ル

”
の

両
原

点
が

交
わ

りあ
う事

で
、

エ
ン

ジ
ン

を
作

り、
産

業
を

作
り、

そ
して

未
来

を
創

る
。

ゼ
ロ

か
らス

タ
ー

トし
、

夢
と未

来
を

創
り上

げ
て

い
く

そ
ん

な
遠

州
ハ

マ
マ

ツ
モ

ー
タ

ー
ス

を
表

して
い

ま
す

。
10
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【法
人

名
】 

株
式

会
社

遠
州

ハ
マ

マ
ツ

モ
ー

タ
ー

ス
【代

表
】 

代
表

取
締

役
山

岸
真

智
【所

在
地

】 
静

岡
県

浜
松

市
浜

名
区

横
須

賀
【設

立
】 

20
24

年
11

月
【主

な
参

画
】

浜
松

市
・磐

田
市

ス
ポ

ー
ツ

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

他

企
業

概
要

●
Ra

ci
ng

 
・U

N
IZ

O
N

E
 

・国
内

大
会

参
戦

（
JE

G
T他

）
 

︓
2n

d、
Ju

ni
or

、S
en

io
r 

 
・強

化
育

成
－

U
-1

2、
U

-1
8

●
Sp

re
ad

 
・普

及
－

地
域

イ
ベ

ン
ト

︓
キ

ッズ
、フ

ァミ
リー

、一
般

、シ
ニ

ア
 

・育
成

－
『E

H
M

ST
EA

M
 S

ch
oo

l』
※

ラ
ジ

コン
の

組
み

立
て

・筐
体

を
使

った
理

系
教

育
ス

ク
ー

ル

●
Sa

fe
 D

ri
vi

ng
（

交
通

安
全

）
 

・交
通

事
故

撲
滅

活
動

 
・安

全
運

転
プ

ロ
グ

ラ
ム

/ 
運

転
技

術
講

習
 

・ド
ラ

イ
ビ

ン
グ

チ
ェッ

ク
（

JA
Fオ

ー
ト

テ
ス

ト
et

c）

●
Bu

si
ne

ss
・企

画
運

営
-R

ea
l/

Vi
rt

ua
l

・P
ar

tn
er

Sh
ip

 （
B2

B)
・M

em
be

r
Sh

ip
（

B2
C)

・P
ro

m
ot

io
n/

St
re

am

事
業

構
成

UN
IZ

ON
E

2n
d

Ju
ni

or
Se

ni
or

Ra
ci

ng

Sa
fe

D
riv

in
g

Bu
si

ne
ss

Sc
ho

ol

【R
ac

in
g

チ
ー

ム
構

成
】

【事
業

構
成

全
体

イ
メ

ー
ジ

】

世
界

一
を

目
指

し
地

域
課

題
を

解
決

す
る

20
24

年
12

月
UN

IZ
O

NE
参

入

20
25

年
2月

UN
IZ

O
NE

開
幕

20
26

年
9月

ア
ジ

ア
大

会
20

26
（

＠
愛

知
・名

古
屋

）20
27

年
IO

C主
催

『オ
リン

ピッ
ク・

eス
ポ

ー
ツ・

ゲ
ー

ム
ズ

』
（

@
サ

ウジ
ア

ラビ
ア

）

20
32

年
オ

リン
ピッ

ク本
大

会
開

催

浜
松

・静
岡

県
か

ら

 
金

メ
ダ

リス
ト

誕
生

へ

遠
州

浜
松

か
ら世

界
の

TO
Pへ

－
子

供
た

ち
の

夢
と希

望
の

創
出

－

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
社

会
の

実
現

と
地

域
経

済
の

発
展

Ra
ci

ng

D
ri

vi
ng

『D
ri

vi
ng

 I
nn

ov
at

io
n』

交
通

安
全

＆
“運

転
”

で
地

域
活

性
化

ー
大

人
た

ち
の

や
りが

い
・生

き
が

い
／

新
た

な
産

業
・雇

用
を

創
出

ー

●
人

材
育

成
︓

 未
来

の
地

域
リー

ダ
ー

を
担

う人
材

の
育

成
●

交
通

安
全

︓
 「安

全
で

安
心

な
ま

ち
づ

くり
」に

寄
与

●
高

齢
化

社
会

︓
 シ

ニ
ア

ド
ラ

イ
バ

ー
課

題
と共

存
す

る
社

会
●

『聖
地

』化
︓

新
た

な
地

域
ブ

ラ
ン

デ
ィン

グ
に

よ
る

魅
力

創
出

 
12

12



13

５
チ

ー
ム

5

20
26

シ
ー

ズ
ン

︓
６

チ
ー

ム

14

公
式
リ
ー
グ

開
幕
戦

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

20
26

シ
ー

ズ
ン

予
定

（
全

て
土

日
）

Rd
.1

 
3/

7〜
8

＠
サ

ン
ス

ト
リ

ー
ト

浜
北

Rd
.2

 
5/

16
〜

17
＠

IA
Iパ

ラ
ス

ポ
ー

ツ
パ

ー
ク

Rd
.3

 
6/

27
〜

28
＠

調
整

中
（

静
岡

県
内

）
Rd

.4
 

8/
29

〜
30

＠
熱

海
海

浜
公

園
（

予
定

）

Rd
.5

 
10

/3
1〜

11
/1

＠
浜

松
城

公
園

（
予

定
）

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

20
26
年

■
賞

金
総

額
：

60
0万

円
（

国
内

最
高

額
）

13



チ
ー

ム
ア

ン
バ

サ
ダ

ー

脇
阪

寿
一

（
わ

き
さ

か
じゅ

い
ち

）
19

72
年

7月
29

日
生

奈
良

県
奈

良
市

出
身

レー
シ

ング
ドラ

イバ
ー

TG
R 

Te
am

 S
AR

D 
チ

ー
ム

監
督

日
本

体
育

大
学

非
常

勤
講

師

19
歳

で
の

カー
トデ

ビュ
ー

後
、F

1の
テス

トド
ライ

バ
ー

、日
本

最
高

峰
フォ

ー
ミュ

ラニ
ッポ

ン、
SU

PE
R 

GT
（

ス
ー

パ
ー

ジ
ー

テ
ィー

）
で

輝
か

しい
戦

績
を

残
しま

した
。

特
に

SU
PE

RG
Tで

は
、2

00
2年

、2
00

6年
、2

00
9年

、３
度

の
シ

リー
ズ

チ
ャン

ピオ
ンを

獲
得

し、
「ミ

ス
ター

GT
」の

称
号

を
得

る
な

ど
黄

金
時

代
を

築
き

あ
げ

られ
ま

した
。

20
16

年
の

SU
PE

R 
GT

引
退

発
表

後
は

、監
督

とし
て

も
シ

リー
ズ

タイ
トル

獲
得

を
され

て
お

りま
す

。

『ク
ル

マ
の

楽
しさ

や
モ

ー
ター

ス
ポ

ー
ツの

魅
力

を伝
え

る
』為

に
レー

ス
活

動
以

外
に

も
全

国
各

地
の

イベ
ン

トに
出

演
す

る
他

、
レー

シ
ン

グ
ドラ

イバ
ー

の
運

転
技

術
を様

々
な

方
々

に
伝

え
る

こと
に

より
、

交
通

事
故

撲
滅

を目
指

した
社

会
貢

献
活

動
も

精
力

的
に

行
な

って
い

る
。

20
19

年
か

ら日
本

体
育

大
学

ス
ポ

ー
ツマ

ネ
ジ

メン
ト学

部
児

童
ス

ポ
ー

ツ教
育

学
部

で
非

常
勤

講
師

を
勤

め
られ

て
お

りま
す

。

脇
阪

寿
一

氏
X

公
式

HP

Bl
og

エ
ン

ハ
マ

交
通

安
全

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

北
智

美
（

き
た

とも
み

）

大
和

ハ
ウス

工
業

（
株

）
勤

務
（

一
社

）
AS

O
BI

理
事

株
式

会
社

Pʻ
s

取
締

役
浜

松
市

市
民

協
働

推
進

委
員

他

人
間

ボ
ン

ド
きた

とも
   

浜
松

市
内

に
お

い
て

、配
偶

者
を交

通
事

故
で

亡
くし

た
過

去
を

持
ち、

事
故

撲
滅

を願
い

、地
域

の
様

々
な

活
動

をす
る

中
で

遠
州

ハ
マ

マツ
モ

ー
ター

ス
の

活
動

に
JO

IN
。

EH
M

 S
TE

AM
 S

ch
oo

lと
は

︖

浜
松

・静
岡

県
で

、競
技

者
（

レ
ー

サ
ー

）
、技

術
者

（
エ

ン
ジ

ニ
ア

）
、

メ
カ

ニ
ック

とレ
ー

シ
ン

グ
を

同
時

に
学

べ
る

ス
ク

ー
ル

明
日

の
モ

ビ
リテ

ィ人
材

を
育

成
︕

“自
分

の
手

で
”『

つ
くり

』『
動

か
し

』『
試

し
』『

考
え

る
』

自
動

車
の

街
、も

の
づ

くり
の

街
で

産
み

だ
さ

れ
る

そ
の

全
部

が
ワ

ク
ワ

ク
と成

長
に

つ
な

が
る

、新
しい

学
び

の
形

で
す

。

『E
H

M
 S

TE
AM

 S
ch

oo
l』

未
来

の
「走

る
」を

学
ぶ

、体
験

型
ST

EA
M

プ
ロ

グ
ラ

ム

14



今
後

の
予

定
イ

ベ
ン

ト

【オ
ン

ラ
イ

ン
イ

ベ
ン

ト】
遠

州
ハ

マ
マ

ツ
モ

ー
タ

ー
ス

冠
大

会
『E

H
M

CH
AL

LE
N

G
E』

20
25

年
11

月
15

日
（

土
）

第
1回

開
催

第
2回

20
26

年
初

春
開

催
予

定

今
後

定
期

的
に

開
催

し（
2カ

月
~

四
半

期
に

1度
）

各
カ

テ
ゴ

リー
に

拡
大

予
定

●
ア

ン
ダ

ー
（

U
-1

8,
U

-1
5,

U
12

）
●

シ
ニ

ア
（

O
-5

0,
O

-6
0,

O
-7

0)

20
26

年
3月

開
幕

17
9/

29
 テ

レ
し

ず
静

岡
新

聞
、

中
日

新
聞

等
各

メ
デ

ィ
ア

に
て

紹
介

9/
29

 
静

岡
県

庁
知

事
、

副
知

事
ら

に
プ

レ
ゼ

ン

静
岡

県
パ

ブ
リッ

ク
ピ

ッチ
採

択
︓

静
岡

県
と共

同
で

県
内

各
地

で
開

催

●
「幸

福
度

日
本

一
」を

目
指

す
●

「行
政

×
民

間
」協

働
で

地
域

課
題

解
決

へ
●

テ
ー

マ
︓

『U
N

IZ
O

N
E』

大
会

を
軸

に
した

静
岡

県
県

観
光

促
進

事
業

パ
ー

トナ
ー

M
ob

ile
  

 
 

 M
ai

l

09
0-

48
31

-0
09

6
ce

o@
eh

m
-m

ot
or

s.
co

m

 
〒

43
4-

00
36

  静
岡

県
浜

松
市

浜
名

区
横

須
賀

10
82

-9

株
式

会
社

遠
州

ハ
マ

マ
ツ

モ
ー

タ
ー

ス
代

表
取

締
役

CE
O

山
岸

真
智

●
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
くだ

さ
い

●

ウ
ェア

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

18

【協
賛

案
内

は
別

紙
参

照
】

15
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eス
ポ

ー
ツ

を
取

り巻
く環

境
︓

世
界

世
界

の
eス

ポ
ー

ツ
の

視
聴

者
数

20
24

年
に

は
、推

定
で

世
界

の
イー

ス
ポ

ー
ツの

視
聴

者
数

は
6億

11
00

万
人

で
、う

ち
コア

ビュ
ー

アが
3億

20
0万

人
、一

時
的

な
視

聴
者

が
3億

80
0万

人
とな

る
見

込
み

で
す

。

20
25

年
ま

で
に

、こ
の

数
字

は
年

間
約

5％
の

成
長

率
で

成
長

し、
6億

41
10

万
人

に
達

す
る

と
予

想
され

て
い

ま
す

。

（
出

典
︓

AS
O

 W
or

ld
 H

P)

世
界

の
eス

ポ
ー

ツ
市

場
規

模
と収

益

eス
ポ

ー
ツに

お
け

る
世

界
の

収
益

は
20

25
年

まで
に

18
.6

 億
ドル

（
約

2,
90

0億
円

）
に

達
す

る
と予

測
され

て
い

ま
す

。

主
な

収
益

は
、メ

デ
ィア

ライ
ツ、

広
告

、ス
ポ

ンサ
ー

シ
ップ

、チ
ケ

ット
と商

品
、お

よび
ゲ

ー
ム

パ
ブ

リッ
シ

ャー
（

販
売

元
）

の
手

数
料

に
よ

る
も

の
とな

り、
広

告
、ス

ポ
ン

サ
ー

シ
ップ

が
最

大
の

収
入

源
と

な
り、

8億
95

00
万

ドル
（

約
1,

40
0億

円
）

、メ
デ

ィア
ライ

ツ収
入

は
2億

76
00

万
ドル

（
約

43
0億

円
）

、商
品

お
よび

チ
ケ

ット
販

売
部

門
は

、
2億

1,
06

0万
ドル

（
約

32
8億

円
）

に
達

す
る

と予
測

され
て

い
ます

。

19

20
25

年
の

国
内

eス
ポ

ー
ツ

ファ
ン

数
は

1,
00

0万
人

超
に

20
22

年
の

日
本

eス
ポ

ー
ツ

ファ
ン

数
（

試
合

観
戦

、動
画

視
聴

経
験

者
、地

上
波

番
組

等
の

関
連

放
送

視
聴

経
験

者
）

は
、前

年
比

10
4%

の
77

6万
人

と推
定

され
ま

す
。コ

ロナ
禍

が
明

け
た

こと
に

よ
る

、そ
の

他
エ

ン
ター

テ
イン

メン
トの

影
響

も
あ

り、
20

23
年

〜
20

24
年

に
か

け
て

は
成

長
の

鈍
化

が
予

想
され

ま
す

が
、2

02
5年

に
は

日
本

の
eス

ポ
ー

ツ
ファ

ン
数

が
1,

00
0万

人
を

超
え

る
と予

測
され

ま
す

。

eス
ポ

ー
ツ

を
取

り巻
く環

境
︓

国
内

20
25

年
国

内
eス

ポ
ー

ツ
市

場
は

21
0億

円
超

に

コロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

オ
ン

ライ
ン

開
催

の
定

着
に

よ
って

堅
調

に
成

長
し

て
き

た
eス

ポ
ー

ツ
市

場
は

、
い

で
拡

大
しま

した
。こ

の
傾

向
は

今
後

も
続

き
、2

02
5年

に
向

け
て

市
場

規
模

は
年

平
均

20
％

を
超

え
る

成
長

率
で

拡
大

す
る

こと
が

見
込

ま
れ

て
い

ま
す

。

（
出

典
︓

日
本

eス
ポ

ー
ツ白

書
20

23
／

角
川

アス
キ

ー
総

合
研

究
所

）
20

16



eモ
ー

タ
ー

ス
ポ

ー
ツ

競
技

人
口

は
約

10
万

人
、代

表
作

の
『G

T7
』は

販
売

本
数

30
万

本

近
年

盛
り上

が
りを

見
せ

て
い

る
eス

ポ
ー

ツの
中

で
も

、最
も

リア
ル

に
近

い
とい

わ
れ

て
い

る
もの

が
e

モ
ー

ター
ス

ポ
ー

ツに
な

り、
競

技
人

口
は

約
10

万
人

で
、こ

れ
ま

で
20

人
以

上
が

プ
ロ

レー
サ

ー
に

な
って

い
ま

す
。

 
※

参
考

競
技

人
口

10
万

人
︓

ラグ
ビー

、ス
カッ

シ
ュ、

高
校

生
の

陸
上

部
et

c

『グ
ラン

ツー
リス

モ
7』

は
ドラ

イビ
ング

シ
ミュ

レー
ター

の
金

字
塔

で
あ

る
『グ

ラン
ツー

リス
モ

』シ
リー

ズ
の

ナ
ン

バ
リン

グ
第

7作
目

で
あ

り、
シ

リー
ズ

25
周

年
記

念
作

品
で

も
あ

り、
 2

02
2年

3月
の

発
売

開
始

よ
り国

内
売

上
本

数
30

.0
6万

本
を

売
り上

げ
て

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
出

典
︓

『フ
ァミ

通
.c

om
』よ

り）

現
在

、e
モ

ー
ター

ス
ポ

ー
ツを

取
り巻

く環
境

は
急

速
に

発
展

して
お

り、
日

本
国

内
で

の
普

及
促

進
に

向
け

た
動

き
が

活
発

化
して

い
ま

す
。今

後
の

主
な

動
向

とし
て

、

JA
Fの

取
り組

み

日
本

自
動

車
連

盟
（

JA
F）

は
、e

モ
ー

ター
ス

ポ
ー

ツの
普

及
拡

大
が

リア
ル

モ
ー

ター
ス

ポ
ー

ツの
ファ

ン
開

拓
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

高
い

と認
識

し、
20

21
年

に
デ

ジ
タル

モ
ー

ター
ス

ポ
ー

ツ部
会

（
現

・e
ス

ポ
ー

ツ部
会

）
を

立
ち

上
げ

ま
した

。J
AF

は
「e

モ
ー

ター
ス

ポ
ー

ツ3
か

年
（

20
24

~
20

26
年

）
計

画
」を

発
表

し、
“ト

ップ
を

光
らせ

裾
野

を
広

げ
る

”こ
とに

よ
る

eモ
ー

タ
ー

ス
ポ

ー
ツ

の
エ

コシ
ス

テ
ム

確
立

を
目

指
して

い
ま

す
。

プ
ロ

リー
グ

「U
N

IZ
O

N
E（

ユ
ニ

ゾ
ー

ン
）

」の
設

立

20
23

年
に

一
般

社
団

法
人

日
本

eモ
ー

ター
ス

ポ
ー

ツ機
構

（
Je

M
O

）
が

設
立

され
、J

AF
との

提
携

・公
認

の
も

と、
eモ

ー
ター

ス
ポ

ー
ツの

振
興

と新
しい

クル
マ

ファ
ン

の
開

拓
に

乗
り出

しま
した

。
その

目
玉

とな
る

取
り組

み
が

、e
モ

ー
ター

ス
ポ

ー
ツの

プロ
リー

グ
「U

N
IZ

O
N

E（
ユ

ニ
ゾ

ー
ン

）
」

で
す

。2
02

5年
2月

24
日

に
開

幕
し、

初
年

度
は

5チ
ー

ム
が

参
戦

。2
02

6シ
ー

ズ
ンか

らは
6

チ
ー

ム
へ

規
模

拡
大

。

今
後

の
展

望
eモ

ー
ター

ス
ポ

ー
ツは

、リ
ア

ル
ス

ポ
ー

ツ
との

ギ
ャッ

プ
が

小
さ

く、
実

車
を

運
転

す
る

よ
うな

技
術

で
競

技
す

る
こと

が
可

能
で

す
3。

ま
た

、モ
ー

ター
ス

ポ
ー

ツの
技

術
革

新
や

環
境

へ
の

貢
献

に
つ

い
て

の
正

しい
理

解
を

広
め

る
こと

で
、マ

ー
ケ

ット
の

可
能

性
が

広
が

る
と期

待
され

て
い

ま
す

。

eモ
ー

タ
ー

ス
ポ

ー
ツ

を
取

り巻
く環

境
︓

国
内

（
出

典
︓

オ
ー

トバ
ック

ス
HP

『E
-M

OT
O

RS
PO

RT
S 

EX
PE

RI
EN

CE
』よ

り）

（
出

典
︓
R
EA

L
SP

O
R
TS

HP
より

）21
22
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U
N

IZ
O

N
E運

営
法

人
概

要

【法
人

名
】 

一
般

社
団

法
人

日
本

eモ
ー

タ
ー

ス
ポ

ー
ツ

機
構

（
Je

M
O

）
【代

表
理

事
】 

出
井

宏
明

（
元

㈱
Jリ

ー
グ

デ
ジ

タ
ル

代
表

取
締

役
）

【理
事

】 
 

糸
井

丈
之

（
糸

井
ホ

ー
ル

デ
ィン

グ
ス

株
式

会
社

）
 

 
 

片
桐

正
大

（
名

古
屋

王
者

株
式

会
社

）
 

 
 

幅
田

智
仁

（
株

式
会

社
オ

ー
ト

バ
ック

ス
セ

ブ
ン

）
【所

在
地

】 
〒

10
0-

00
05

 
 

 
東

京
都

千
代

田
区

丸
の

内
3丁

目
3－

1 
新

東
京

ビ
ル

8F
 

 
 

デ
ロ

イ
ト

ト
ー

マ
ツ

イ
ノベ

ー
シ

ョン
パ

ー
ク

内
【設

立
】 

 
20

23
年

5月
【後

援
メ

ー
カ

ー
】JA

F公
式

eM
S国

内
ト

ップ
リー

グ
 

『U
N

IZ
O

N
E』

運
営

U
N

IZ
O

N
E使

用
車

種

車
種

︓
ラ

ウ
ン

ド
毎

で
の

選
定

可
（

20
26

シ
ー

ズ
ン

）

23

20
26

AU
TO

BA
CK

S
JE

G
Tと

は

『A
U

TO
BA

CK
S

JE
G

T』
とは

JE
GT

（
Ja

pa
n 

El
ec

tr
on

ic
 s

po
rt

s 
G

ra
nd

 T
ou

rin
g）

は
、

20
19

年
9月

に
誕

生
した

国
内

最
大

級
の

eモ
ー

ター
ス

ポ
ー

ツ大
会

。

公
式

シ
リー

ズ
は

【ト
ップ

リー
グ

】と
【チ

ャレ
ンジ

リー
グ

】、
【企

業
対

抗
戦

】の
三

部
門

か
ら構

成
され

て
お

り、
モ

ー
ター

ス
ポ

ー
ツ界

で
活

躍
す

る
プ

ロレ
ー

シ
ン

グ
チ

ー
ム

や
、

プ
ロゲ

ー
ミン

グ
チ

ー
ム

を含
む

さま
ざ

ま
な

チ
ー

ム
が

参
加

して
い

ます
。

タイ
トル

は
国

内
売

上
本

数
が

約
30

万
本

の
Pl

ay
St

at
io

n®
5 

/ 
Pl

ay
St

at
io

n®
4用

ソ
フト

ウェ
ア

『グ
ラ

ン
ツ

ー
リス

モ
７

』 
を

使
用

。

20
25

シ
リー

ズ
より

トー
タル

カー
ライ

フサ
ー

ビス
を

提
供

す
る

㈱
オ

ー
トバ

ック
ス

に
よ

る
主

催
大

会
とし

て
実

施
され

て
い

ます
。

大
会

名
20

25
 A

U
TO

B
AC

S 
JE

G
T 

Su
pp

or
te

d 
by

 G
RA

N
 T

U
RI

SM
O

大
会

期
間

20
25

年
7月

〜
20

26
年

3月
（

予
定

）

開
催

部
門

【ト
ップ

リー
グ

】　
(1

0チ
ー

ム
)　

、【
チ

ャレ
ン

ジ
リー

グ
】（

チ
ー

ム
定

員
な

し
）

、【
企

業
対

抗
戦

】　
(チ

ー
ム

上
限

な
し

）

Pl
ay

St
at

io
n®

5 
/ 

Pl
ay

St
at

io
n®

4用
ソ

フト
ウ

ェア
『グ

ラ
ン

ツ
ー

リス
モ

７
』

（
発

売
元

︓
ソニ

ー
・イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィブ

エ
ン

タ
テ

イ
ン

メ
ン

ト）
©

 2
02

5 
So

ny
 I

nt
er

ac
tiv

e 
En

te
rt

ai
nm

en
t 

In
c.

 D
ev

el
op

ed
 b

y 
Po

ly
ph

on
y 

D
ig

ita
l I

nc
.

※
「P

la
yS

ta
tio

n」
お

よ
び

「グ
ラ

ン
ツ

ー
リス

モ
」は

株
式

会
社

ソ
ニ

ー
・イ

ン
タ

ラ
ク

テ
ィブ

エ
ン

タ
テ

イ
ン

メ
ン

ト
の

登
録

商
標

ま
た

は
商

標
で

す

賞
金

総
額

50
0万

円
（

「グ
ラ

ン
ツ

ー
リス

モ
」シ

リー
ズ

に
よ

る
競

技
大

会
で

唯
一

の
高

額
賞

金
制

大
会

）

主
催

株
式

会
社

オ
ー

トバ
ック

ス
セ

ブ
ン

企
画

運
営

N
G

M
株

式
会

社

使
用

タ
イ

トル
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所
属

ドラ
イ

バ
ー

遠
州

ハ
マ

マ
ツ

モ
ー

タ
ー

ス
2n

d
メ

ン
バ

ー

⚫
丸

山
勇

人
（

ま
る

や
ま

は
や

と）
︓

三
重

県
在

住

⚫
海

老
塚

由
記

（
え

び
づ

か
よ

しの
り）

︓
神

奈
川

県
在

住

⚫
深

本
和

磨
（

ふ
か

も
と

か
ず

ま
）

︓
岡

山
県

在
住

⚫
菊

地
晃

輔
（

きく
ち

こう
す

け
）

︓
宮

城
県

在
住

U
N

IZ
O

N
E 

20
26

シ
ー

ズ
ン

現
在

チ
ー

ム
編

成
中

遠
州

ハ
マ

マ
ツ

モ
ー

タ
ー

ス
2n

d
『A

U
TO

BA
CK

S
JE

G
T』

 参
戦

（
PS

5
グ

ラ
ン

ツ
ー

リス
モ

7利
用

国
内

最
大

級
規

模
の

リー
グ

）
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株式会社遠州ハママツモータース名簿
2026/1/1　現在

NO. 部門 職名 氏名 備考
1 代表取締役CEO 山岸真智
2 チームアンバサダー 脇阪寿一
3 Buisiness ビジネスダイレクター 山本雄司
4 Racing レーシングダイレクター 田中健太
5 Buisiness 広報 岸こずえ
6 Buisiness 広報クリエイティブ 大森慎司
7 Racing レースエンジニア 中春正太
8 Racing ドライバー 小出峻
9 Racing ドライバー 百瀬翔
10 Racing ドライバー 武藤雅奈
11 Buisiness MC 近藤未波
12 Buisiness MC 天玲美音
13 Buisiness スタッフ 藤野俊輔
14 Buisiness スタッフ 中務仁
15 Buisiness スタッフ 髙木誠司 静岡大学自動車部SUAC
16 Buisiness スタッフ 長谷川縁 静岡大学自動車部SUAC
17 Buisiness スタッフ 中野惺太 静岡大学自動車部SUAC
18 Buisiness スタッフ 大場隆輔 静岡大学自動車部SUAC
19 Buisiness スタッフ 新田雄大 静岡大学自動車部SUAC
20 Buisiness スタッフ 長田陸翔 静岡大学自動車部SUAC
21 Buisiness スタッフ 鈴木茉奈 静岡大学自動車部SUAC
22 Buisiness スタッフ 伊藤晃大 静岡大学自動車部SUAC
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▶ サンスト リ ート 浜北 ２ F 屋外イ ベント 広場

Present ed  by

十全グループ

子どもの為の第三回

はまきた
スポーツ

フェス
eスポーツ体験/BMX/クリケット an d  m o re. . .

地元企業・ 団体対抗
eモータースポーツ大会も開催

主催
サンストリート浜北

共催
遠州ハママツモータース

子供滑走団

体験型スポーツイベント

㊐㊐
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Present ed by

十全グループ

子どもの為の第三回

はまき た
スポーツ

フェス
eスポーツ体験/BM X/クリケット an d  m o re . . .

地元企業・ 団体対抗
eモータースポーツ大会も開催

主催
サンストリート浜北

共催
遠州ハママツモータース

子供滑走団

体験型スポーツイベント

㊐㊐

後援（ 予定） 静岡県∥静岡県教育委員会∥浜松市∥浜松市教育委員会∥浜松商工会議所∥浜北商工会∥浜北観光協会∥浜松・ 浜名湖ツーリ ズムビュ ーロ ー 他
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資料２



2

（参考）



3

（参考）2月13日　浜名区代表会資料



X (二次元コード)YouTube(二次元コード)

マイナ救急について
浜松市消防局では、皆さまをより円滑に医療機関へ搬送す
るため、マイナ保険証により過去の受診歴や薬剤情報などを
把握して救急業務に活用※します。
※原則、傷病者からの同意を取得して情報を把握します。

・傷病者の負担軽減
・より適切な応急処置
・円滑な救急搬送
・病院での事前準備

マイナ救急の概要

マイナ保険証を活用するメリット

いつ、救急車を呼ぶことになるか分かりません。
皆さんご自身の命を守るためにも、

マイナ保険証の携行をお願いします。

お問い合わせ
浜松市消防局 警防課 救急企画グループ

TEL：475-7562

もしもの時に備えて

マイナ救急とは？
（以下の二次元コードから約50秒の説明動画をご覧いただけます。）

を救急隊へ正確に伝達可能

マイナ救急は
暗証番号も
顔認証も
不要だよ

※救急隊が取得する個人情報は、救急業務に関する目的に限って利用します。

1

資料３
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スマホで現場の「今」を伝える  

「映像通報１１９」
 

映像通報１１９とは？ 
① 通報後、消防から 

  映像送信の案内が届きます。 

② 案内に従って、 

  スマホのカメラを向けるだけ。  

③ 映像と位置情報で、 

  より確実な支援につながります。 

 

 

 

 
浜松市公式ＨＰ 

『浜松市消防局映像通報システム』 

で検索 

 

 

浜松市消防局 情報指令課 

TEL：０５３－４７５－７５５１ 

FAX：０５０－３５３７－９０５３ 

詳しくは、こちらへ 

3



 
≪活用状況≫ 

・令和６年度実績 51 件（救助 36、救急 11、火災 3、その他１）  

 

≪奏功事例≫ 

・「プールで溺れ、意識・呼吸が分からない」という通報内容 
①プールサイドに倒れている傷病者の状況を映像で確認できた。 

②映像を見ながら、心臓マッサージの圧迫位置やテンポを案内。 

（※消防指令センターから応急手当の手順等の動画を送ることもできま 

す。） 

③さらに、AED の手配と装着方法についても案内する。 

④その後、救急隊の到着まで心肺蘇生法の継続をお願いした。 

（※この傷病者は、救急隊到着前に呼吸が回復しました。 

さらに、入院治療の後に、社会復帰に繋げることができました。） 

 

≪通信料について≫ 

・１１９番通報は無料ですが、映像通報１１９の利用時には通信料を、

通報者様にご負担していただくこととなります。 

・一般的な契約プランでは、1 分間の利用で約 2 円の通信料がかかり

ます。 

 

≪事前の利用登録は必要ですか≫ 

・事前の登録は必要ありません。 

 

≪どのような携帯電話でも利用可能ですか≫ 

・ほとんどのスマートフォンで利用可能ですが、閲覧機能の利用条件

により、利用できない可能性もあります。 

 

4



 

浜松市立内野幼稚園の休園について（報告） 

 

１ 背景 

・ 少子化や保育需要の高まりなどにより、市立幼稚園の園児数は、近年、大幅に減

少している。 

・ 浜松市立内野幼稚園（以下「内野幼稚園」という。）の園児数は、令和 8 年 1 月

末時点で 6 人（年長 3人、年中 2人、年少 1 人）である。 

・ 令和 7 年 4 月１日時点で「浜松市立幼稚園・保育園の適正化等に関する方針」（以

下「方針」という。）に設定する『統廃合検討開始の目安（4 月 1 日時点の 1 学

年（3 歳児）の園児数が 2 年続けて「5 人未満」となったとき）』に該当している。 

 

２ 経緯・報告 

・ 令和 7 年 10 月に令和 8 年度の新入園児募集を行ったところ、最終的な申し込み

はなかった。 

・ 令和 8 年度の園児数は園全体で 3人の見込みとなり、引き続き方針の統廃合検討

開始の目安に該当することから、今後について、在園児保護者と話し合いを重ね

た結果、令和 7年度末をもって他園へ転園する意向が示された。 

・ 令和 8 年度は園児が不在となることから、休園する。 

・ 令和 6 年度から在園児保護者や地元自治会長などと今後の園のあり方について

意見交換を行っている。 

 

＜内野幼稚園位置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜名区協議会浜北地域分科会資料 

令和 8年 2月 26 日 

浜松市こども家庭部幼保運営課 

内野幼稚園 

内野小学校 

★ 

国道 

152 号線 

資料４



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  令和８年度区政運営方針の基本方針について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

 

区政運営方針は、区民の皆様とともに地域の課題を解決し、市民サ

ービスの向上や暮らしやすい地域づくりを進めるために、区長が区政

運営に当たっての基本的な考え方、浜名区で実施する主な取り組みに

ついて、区民の皆様と区役所との共有を図るため、毎年度、策定・公

表している。 

 

 

令和７年度以降の区政運営方針の策定にあたっては、令和６年度に

代表会及び各地域分科会で意見聴取を行い、令和７年度から令和１６

年度までの１０年間の中長期的な目標である将来像を定めるととも

に、その実現に向け、区政運営に当たっての３つの基本方針を定め、

令和７年度浜名区区政運営方針を策定している。 

 

対象の区協議会 浜名区区協議会（浜名区代表会） 

内  容 

 

令和８年度浜名区区政運営方針を策定するにあたり、基本方針の考

え方について報告するもの。 

 

※詳細は別紙のとおり 

 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

  

今後の予定 

 

※詳細は別紙のとおり 

 

担当課 
浜名区 

区振興課 
担当者 鈴木 雄歩 電話 585-1141 

 

1

資料５
（2月13日　浜名区代表会資料　から）

５　その他（４）代表会等から報告事項について

ア　令和８年度区政運営方針の基本方針について



 

2



令和８年度区政運営方針の基本方針について 

浜名区・区振興課   

１ 令和８年度浜名区区政運営方針における基本方針の考え方 

(1) 背景 

    令和６年度浜名区代表会及び各地域分科会において、令和７年度から令和１６年度までの中

長期的な目標である将来像と、その実現に向けた令和７年度の区政運営に当たっての３つの基

本方針を定めた。この基本方針は、原則として毎年度定めるものである。 

 (2) 基本方針の考え方及び理由 

   ア 基本方針の考え方 

     令和７年度区政運営方針における基本方針を令和８年度も継続する。 

      ＜令和７年度区政運営方針 基本方針＞ 

       ①誰もが安心して快適に暮らせるまちづくりの推進 

       ②地域コミュニティの充実と地域間交流の促進 

       ③伝統と自然を大切にした地域の活性化 

   イ 理由 

     ３つの基本方針は、浜名区の将来像を実現するための方針として、浜名区協議会において

検討してきたものである。 

策定後１年しか経過していないことや地域を取り巻く環境についても、区政運営における

基本方針に影響を与えるような大きな変化がないことから、令和８年度区政運営方針におけ

る基本方針としていくもの。 

 

２ 策定スケジュール 

年月 代表会 地域分科会 

令和８年２月 ［報告］ 

令和８年度区政運営方針における基本方

針の考え方について 

⇒ 令和８年度区政運営方針における 

基本方針の考え方について報告 

［報告］ 

令和８年度区政運営方針における基本方

針の考え方について 

⇒ 代表会からの連絡事項として報告 

令和８年５月 ［報告］ 

令和８年度区政運営方針について 

⇒ 完成した令和８年度区政運営方針 

を報告 

［報告］ 

令和８年度区政運営方針について 

⇒ 代表会からの連絡事項として報告 

 

3

 別 紙 



令
和

７
年

度
浜

名
区

区
政

運
営

方
針

体
系

図

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

人
と

文
化

と
自

然
と

暮
ら

し
み

ん
な

で
育

む
つ

な
が

る
浜

名
区

1
0
年

後
の

目
指

す
姿

・
誰
も
が

安
心
し

て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
安
全

で
快
適

な
生
活
基

盤
が
整

備
さ
れ

て
い
る
。

・
地

域
や

世
代

の
多

様
性

を
活

か
し

、
支

え
合

い
、

つ
な
が

り
が
実

感
さ
れ

て
い
る
。

・
歴
史
や

文
化
が

引
き
継

が
れ
、
活
気
の
あ

る
ま
ち

づ
く
り
が

進
ん
で

い
る
。

将
来
像

（
期
間
：

令
和
7
～
1
6年

度
（

1
0年

間
）
）

基
本
方

針
（

期
間
：

単
年
度
（

原
則
、

毎
年
度

策
定
）
）

主
な
事

業
（

期
間
：

単
年
度
）

（
１
）
誰

も
が
安

心
し
て

快
適
に
暮

ら
せ
る

ま
ち
づ

く
り
の

推
進

安
全

で
快

適
な

生
活

基
盤

を
整

備
し

、
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
地

域
を

目
指

し
ま

す
。

皆
さ

ん
と

の
対

話
を

大
切

に
し

、
地

域
の

課
題

解
決

に
向

け
て

共
に

取
り

組
み

ま
す

。

（
２
）
地

域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
充
実

と
地
域

間
交
流

の
促
進

絆
を

育
み

、
互

い
に

支
え

合
え

る
温

か
い

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
築

き
ま

す
。

各
地

域
の

特
色

あ
る

活
動

や
住

民
の

皆
さ

ん
の

創
意

工
夫

を
全

力
で

支
援

し
ま

す
。

（
３
）
伝

統
と
自

然
を
大

切
に
し
た

地
域
の

活
性
化

受
け

継
い

だ
歴

史
や

文
化

を
大

切
に

し
つ

つ
、

新
た

な
魅

力
と

活
力

を
生

み
出

し
ま

す
。

浜
名

区
の

素
晴

ら
し

い
資

源
や

魅
力

を
内

外
に

発
信

し
、

区
の

一
体

感
を

高
め

ま
す

。

・
地
域
防

災
・
減

災
推
進

事
業

・
安
全
・

安
心
な

ま
ち
づ

く
り
推
進

事
業

・
地
域
イ

ン
フ
ラ

整
備
支

援
事
業

・
行
政
サ

ー
ビ
ス

向
上
事

業

・
区
民
参

画
推
進

事
業

・
市
民
協

働
推
進

事
業

・
地
域
交

流
促
進

事
業

・
情
報
発

信
強
化

事
業

・
地
域
文

化
振
興

事
業

・
地
域
産

業
振
興

事
業

・
地
域
資

源
活
用

事
業

・
歴
史
文

化
継
承

事
業

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
は
３
つ
の
取
り
組
み
を
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
大
切
に
し
つ
つ
、

地
域
間
の
交
流
を
促
進
し
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
浜
名
区
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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令和８年２月 13 日 

 

 浜北区協議会代表会 

                       

新たな議員定数に係る報告について 

 

浜松市議会 

 

１ 新たな議員定数 

（１）決定内容 

次回の浜松市議会議員選挙における議員定数について、中央区及び天竜

区をそれぞれ１人減員し、中央区 33 人、浜名区９人、天竜区２人の計 44

人とする。 

 

（２）決定の理由 

   ①天竜区の定数 

『浜松市議会議員定数のあり方調査会報告書』（以下、報告書という。）

における「１票の較差による選挙が無効になるリスクを考慮すると、次

回選挙から天竜区の定数に限っては、削減することも選択肢として考え

ざるをえない」との結論を尊重し、１票の較差を是正する観点から、天

竜区の定数を１人減員とする。 

 

②浜名区の定数 

令和 17 年（2035 年）の将来推計人口における１票の較差を２倍未満に

抑えることを考慮し、現状維持とする。 
 

③中央区の定数 

行政区再編時や議員定数の削減方針決定時、また市議会が実施した市

民シンポジウム及び市民アンケートにおいて、議員定数の削減を求める

意見があったことから、定数は削減することとする。 

削減数について、令和７年（2025 年）４月１日の住民基本台帳に基づ

く中央区の配当基数は 35 人であり、中央区を 33 人とすることは実質２

人減員に相当することから、１人の減員とする。 

 

（裏面あり） 

資料６



（３）議員定数の今後の見直し時期 

報告書では、「短期間での見直しは不安定な選挙環境を招く恐れがある」

とし、「特段の事情がない限り、一定期間見直さないことを十分考慮すべき」

としていることから、令和 21 年（2039 年）の市議会議員選挙後に見直し

の協議を行うものとする。 

ただし、改選期ごとに特段の事情の有無を確認し、見直しの要否を判断

する。 

 

 

２ 今後のスケジュール 

令和７年度 ３月 

議員定数条例の上程・議決 (令和８年２月定例会) 

 
※ 議決後速やかに、新たな議員定数を周知 
  ・ホームページ 
  ・動画配信（ユーチューブ） 
  ・ＳＮＳ（Ｘ、フェイスブック、LINE 等） 

令和８年度 ４月～３月 

～ 新たな議員定数を周知する期間 ～ 

・議会だより（５月予定） 
・ホームページ 
・動画配信 
・ＳＮＳ     等 

令和９年度 ４月 市議会議員選挙（新たな議員定数により実施） 

 

 

【参 考】 

  令和７年６月～７月に実施した各地域自治会連合会及び各地域分科会等への

報告会では、天竜区の議員定数が削減された場合の影響を心配する意見が多く

寄せられました。 

そのため、市議会では、令和８年１月から新たに「天竜区特別委員会」を設

置し、天竜区の実態に対応した市議会の取組及び天竜区民と議会をつなぐ仕組

みを検討していくことを決定しました。 

 


